
  －中理 15－

実験データの精度を意識させることは、科学的な見方や考え方を育てるうえで重

要なことです。教師が意識的に指導することで、他の生徒の記録を見た時に「この

人はどこまで読んだのか」ということを気にするようになるはずです。それが、ピ

ッタリの時に「25.0cm３」と表記する意味を理解したということですし、そうなれ
ば、自分が読んだときも忘れずに小数点以下を「**.0」と表記するようになります。 

 
 

 

 
まとめてたくさんのことを覚えるより、少しずつ繰り返して覚える方が知識の定

着が図れるはずです。でも、その時間がなかなかとれないのが現状です。 
例えば、元素記号や化学式はどうでしょう。２年生の原子・分子の単元で出てき

た後は、３年生の酸化と還元で扱うだけです。以前はイオンの学習が復習にもなっ

ていました。しかし、それが無くなってしまった今、元素記号や化学式が「学びっ

ぱなし」になっていないでしょうか。そうならないようにするために、学習後は板

書やワークシートに意図的に化学式を使っていきましょう。また、１年生のうちか

ら目につくところに元素記号や化学式を表示しておくのも一つの方法です。理科室

や理科室前の廊下に化学式の一覧表を掲示しておいたり、プリントに「二酸化炭素

（ＣＯ２）」のように表記したりして、２年生で学習する前に元素記号や化学式へ

の抵抗感を無くしておくとよいでしょう。 
さらに、元素記号や化学式を学んだ直後は、覚えさせること、興味をもたせるこ

とを目的として「元素記号カルタ」や「化学式カルタ」を行うと効果的です。ボー

ル紙に元素記号や化学式を書いた札を班に用意し、教師が物質名を読み上げて札取

りをします。時間は５分間で十分行えます。 
まとめてドリル学習をする時間がない場合には次のような方法もあります。 

２ 繰り返し使う基礎的な知識の定着 

毎時間行うドリル学習 
 

１．始業前の休み時間に問題を配布する。 
２．理科室に入ったら問題を解きながら待つことを習慣付ける。 
３．始業時に教師の解説を聞きながら自己採点する。 
４．提出させて、確認して返す。 
 
＜留意点＞ 
・問題は３～５問。内容は基本的な用語や法則、計算など。 
・解説、採点まで始業後５分以内に終わらせる。 
・間違いが多かった問題については、次時に再度解説する。 
・問題作成に時間をかけない。休み時間などを利用して、手書きで作成する。
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いきいき栃木っ子３あい運動 
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